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The Services and Supports for Persons with Disabilities 
Act calls for increased business revenue and market 
development at facilities to support people with disabilities, 
the scope for which includes subcontracted work and 
services, and the manufacture and sale of original products.  
The manufacture and sale of such products serves as a 
powerful motivator for people with disabilities, but we 
cannot deny that the design and quality of these products, 
as well as the structures in place to market and sell them, 
fall short when compared to products for sale on the 
[commercial] markets. This report outlines how teachers 
specializing in art and design will act as coordinators to 
support such facilities in developing products and processes 
to be valued by society going forward, while citing examples 
of new models to improve the structure of manufacturing 
processes, which are to be instrumental in driving the 



























担当：プロダクト・インテリア学科 安森 弘昌 
神戸光の村授産学園と共同で照明器具(ランプシェ
ード)を考案し、試作品 2 点を製作した(写真 1・2)。 
  
写真 1（左）｢REPEAT type1｣サイズ：W150×D150×H210 
































担当：ファッションデザイン学科 丹羽 真由美 
神戸光の村授産学園と共同で木材を利用したアクセサ
リーの試作品 2 点を製作した。アクセサリーとして使用で


















 図 1 渦巻図案        図 2 菱形図案 
 
写真 5 着物のリメイクとコーディネートするアクセサリー 
   
3.｢トゥギャザーマン ビスケット｣プロジェクト 
担当：ビジュアルデザイン学科 かわい ひろゆき 
社会福祉法人かがやき神戸が運営する就労継続支援















が 2 月 8 日（月）～13 日（土）、くろ～ばぁが 2 月 24
日（水）～27 日（土）に行い、同時にアンケート調査
を実施した。アンケートは Rico が 39 名、くろ～ばぁ






思う 72 名、まあまあ 15 名、普通 7 名、あまり思わな
い 3 名、思わない 1 名。②ビスケットだけでも注文し
たいかに対して、したい 48 名、まあまあ 9 名、普通
26 名、あまりしたくない 13 名、したくない 2 名。③
キャンペーンをしてほしいかに対しては、してほしい
65 名、まあまあ 16 名、普通 12 名、あまりしてほし
くない 4 名、してほしくない 1 名、となった。 
  
写真 6 Rico 外観   写真 7 トゥギャザーマンビスケット 
  






神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 6 」（ 共 同 研 究 ） 
写真 10 ビスケット製作 1  写真 11 ビスケット製作 2 







担当：ビジュアルデザイン学科 廣中 薫 
神戸市の総合福祉ゾーンしあわせの村（神戸市北区） 
で開催された「平成 27 年度ユニバーサルデザインフェア」
























の UD 環境の構想にやがて結びつくものと考える。 
 
写真14「参加型アート」としての「写メコーナー」 
写真15（左下）野村亜也子さんディレクション作品 
※図・写真はいずれも筆者作成・撮影 
 
展示では、障害者アートへの新たな試みとして障害
のあった故野村亜也子さん（小児癌で死去、絵を描く
ことが楽しみでアーティストになることが夢だった)
のアート作品をディレクションし提案した(写真 15)。
デザインを通じて、彼女の世界を再現し、量産し、故
人の質・品格を保ち、気持ちを伝える、個人を尊ぶこ
とを発信したい。 
 
本学はこれまでも、デザインやアートと障害者に関
する数々の調査研究を行なっている。今後も、分野を
広げて、デザインやアートを活用した障害者の雇用と
生きがいを創生するモノ・コト（仕組み）づくり支援
を進めていきたい。 
